
ＲＫシステム検討の経緯

【JR九州による検討及び検証】

列車制御システムとしての機能を確認、議論の結果、導入に向けて十分な安全性・安定性があるとの結論

【検討背景】

１．安全性検証

 ①装置の要求仕様を委員会で合意
 ②要求仕様よりシステム仕様書作成、
 FTA、試験項目抽出を実施
 ③試験項目に対する検証走行試験を実施

 ①～③を安全性評価資料とし、(公財)
 鉄道総合技術研究所へ安全性評価を依頼

⇒安全性確保の考え方、試験項目と結果
について安全上問題となる点は無いと評
価を得て委員会へ提示

２．新しい技術への対応

①公衆回線の使用、ならびに通信の
途絶を許容する中で、安全性を確保
する方法と位置付けを整理

②研究機関の助言を基に安全性を確保
するためのセキュリティ方針を定め、
その妥当性について学識経験者による
評価を得た

⇒新しい技術について考え方を整理し実
用化に問題無いことを委員会へ提示

業務運営方式の
見直しによる

ネットワーク維持

沿線人口減少

行動様式変容

無線式列車制御システム（RKシステム）の導入

業務運営方式の見直しによる
鉄道ネットワーク維持

※無線式(Radio communication)列車制御システム・JR九州(Kyushu)

ＲＫシステム実現検討委員会（2024～2025年度）
目的：列車制御システムとして総合的な見地から評価 構成：学識経験者・研究機関・関係協会等

生産年齢人口減少

３．安定性実証試験

 ①沿線無線環境の測定
 試験、導入に向けた無線環境の把握
 ②システム基本機能の検証
 走行試験にて機能検証と課題抽出
 ③安定性の検証
 モニターラン※を実施し安定性を確認

⇒①～③の結果から安定性に問題無いと
の判断を委員会へ提示

※ブレーキ制御等を行わない状態で稼働状態を確認

コンセプト：現行と同等の安全性確保・運転保安設備のスリム化

技術活用：公衆回線（新規）、ATS-DK／DK自動運転（既存）
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地上設備主体の列車制御のため多くの地上設備が必要

情報の伝送路は全て当社自営の有線回線

現行の列車の安全を確保する装置の構成
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無線による情報伝送

公衆回線の無線ネットワークを活用し最小限のアセットを実現

車上設備主体の列車制御により地上設備を削減が可能

ＲＫシステムを導入した際の列車の安全を確保する装置の構成
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ＲＫシステム実現検討委員会 評価スキーム

実証運転
フィールド

検証

通信途絶

●安全性検証

JR九州

鉄道総研

汎用無線

列車の位置検知

ＦＴＡ

装置の要求仕様

実証モニタラン
運行実績

●安定性実証

評価（委員会報告書）

取扱い等を含む、システム全体での評価を議論

システム
仕様書

○整理プロセス
▽必要とされた装置の要件を要求仕様として合意
▽要求仕様を満たす装置として安全性評価
▽同装置における取扱い整理

新規開発を伴う要素技術

無線環境測定

JISE3801
IEC62280

鉄道に関する
技術上の基準
を定める省令

準拠すべき基準等

試験要領
〈項目・手法〉

取扱い
ルール

（異常時含む）

制御系
セキュリティ

検証運転
実績データ

及び
試験結果

RKシステム実現検討委員会

事業者として整理する事項

安全性評価資料

反映・参照

実証運転実施

一例として紹介

安全性
評価報告書

試験項目・
結果評価
報告書

システム検証報告書 ・安定的な運行が出来ること
（通信安定性・発生頻度）

JR九州

車内信号車上装置

学識経験者からのコメント

・地域鉄道等における自動運転の導入を目指した列車制御システムに関する調査検討
（国交省委託調査）

・地方鉄道向け無線式列車制御システム技術評価検討会（国交省鉄道技術開発・普及促進制度）
・公衆通信回線利用の統合型列車制御システムの開発（鉄道総研研究開発テーマ）
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